
平成２８年度 県立名護商工高等学校学校評価（自己評価・学校関係者評価） №1

１ 教 育 目 標 ①すぐれた知性の育成（知育） ②ゆたかな心の育成（徳育） ③たくましい体の育成（体育）

２ 学校経営方針 （１）活力ある校風の樹立 （２）協力体制の確立と効率的運営 （３）豊かな人間性と個性の伸長を図り、心身共に健康で逞しく生きる生徒の育成
（４）家庭・地域社会との連携 （５）魅力ある学校づくりの推進

自己
学校関係者からの次年度に評 価 項 目 具体的な目標 具 体 的 方 策 評価 平成28年度の課題等 学校関係者評価
向けての要望等

１ 学校の教育目標 学校の目標を具体的に説 （１）本校の教育方針はわかりやすく伝わっている Ｂ ・今年度は体育を実施し Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
教育計画・学校 明し、地域・父母・学校一 保護者の方々を中心
運営 体となった学校つくりに努 （２）生徒の成績評価方法がわかりやすく説明されている Ｂ としてたくさんの方 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

める に来場いただいた。
（３）家庭や地域の声を聞く機会が設定されている Ｂ ・(1)、(2)とも、Aと回 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

答した職員は、29%、
（４）学校行事を地域の人々に案内し、開放している Ａ 36%となっており、50 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

%に届かなった。
（５）学校目標方針等は地域のニーズに応えている Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２ 豊かな心を育む 自他の生命の尊さ、人間 （６）個性を尊重し、個に応じた教育や、道徳及び人権教 Ｂ ・昨年度に続き2項目でA ・道徳教育は人が生きていく
教育活動の推進 の尊厳に関わる道徳教育の 育の推進をしている 評価がついている。校 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 上で最低限必要な活動です。

推進に努める 内研修の充実もあり、教 今後とも推進に努めて欲しい。
（７）担任、教育相談係、関係部署で連携し、教育相談の Ａ 育相談係を中心とした

充実に努めている 効果的な支援体制がで Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
きている。 しかし、生

（８）教師・生徒の人間関係の醸成のための教育相談の充 Ｂ 徒の増加で、相談係の
実が図られている 負担増が大きく、全職 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

員で指導できる相談体
（９）教育相談による生徒理解や支援が効果的になされて Ａ 制を整備する必要があ

いる る。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 学習指導の工夫 基礎的・基本的事項の指 （10）生徒を一人ひとりを視座にした基礎的・基本的知識 Ｂ ・３項目について90％の
・改善・充実に 導を徹底し、自ら学ぶ生徒 技能習得を図っている（補習・講座等） 職員がほぼ達成または Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
努め学力の向上 の育成に努める 概ね達成と回答してい

（11）生徒が主体的に学習に取り組むための授業工夫と分 Ｂ る。学習指導の工夫・改
かる授業の充実を図っている 善・充実に努た学力の Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

向上にさらに協働体制
（12）各種資格・検定の取得を奨励し、専門教育指導の強 Ｂ で推進して行く。

化を図っている Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 進路指導の充実 進路意識の高揚と個々 （13）保護者がいつでも進路相談にいける雰囲気の学校で Ｂ ・今年度PTA総会時には ・就職、進学は1年生より常に
の生徒への相談充実 相談室も入りやすい環境である 進路カフェ、外部講 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 意識づけをして欲しい。

師を招聘しての進路
（14）進路に関して家庭への連絡や適切な情報提供がなさ Ｂ 講話を実施した。次

れ、本校の卒業時点の進路決定者が知らされている 年度も魅力ある講演 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
を実施し参加者増に

（15）進路情報の収集及び進路相談・個別指導の強化がな Ｂ 努める。
されている ・今年度は就職内定後に Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

辞退する生徒が出て
（16）ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの充実と正しい職業観・勤労観の育成に努 Ｂ しまった。内定後の

めている フォローアップの取 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
り組みが必要である。

（17）生徒たちの目的意識高揚に気を配っている Ｂ
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

※ 評価基準 Ａ:ほぼ達成（８割以上） Ｂ:概ね達成（６割以上） Ｃ:変化のきざし（４割以上） Ｄ:不十分（４割未満）
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自己
学校関係者からの次年評 価 項 目 具体的な目標 具 体 的 方 策 評価 平成28年度の課題等 学校関係者評価

度に向けての要望等

５ 生徒指導の充実 好ましい人間関係の中 （18）学校はいじめや暴力のない学校つくりに取り組んで Ｂ ・基本的生活習慣の乱 ・他校に比べ積極的に挨拶す
で、自ら考え、自主的に判 いる れから身なり、勤怠指 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ る生徒が少ないように感じま
断し、行動できる能力の 導を受ける生徒が多 す。
育成に努める （19）規範意識の醸成と挨拶や相手を思いやる心の育成等 Ｂ かった。

の指導が行われている ・生徒・保護者の満足 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
度は満足以上と回答

（20）生徒たちの行動面の改善指導が行きとどいている Ｂ した割合が優位 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
・懲戒指導を繰り返

（21）全体集会、講話、巡視、個別指導等を通して、基本 Ｂ す生徒の効果的対策
的生活習慣の確立と心の教育の充実に努めている が課題。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
凡事徹底）

６ 保健・安全及び 保健・安全指導の充実と （22）教育目標にそって校内の施設・環境等に工夫がみら Ｂ ・今年度の環境美化係
教育環境の整備 施設・設備の安全管理に努 れる の尽力で緑・花いっぱ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

め、健康で明るく豊かな いの学校へと整備され
自然を守り、花と緑のある （23）生徒たちは健康で健全な学校生活を送っている Ｂ た。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
学園づくりをめざす

（24）保健室は生徒が常に活用できる安全な環境である Ａ ・部活動中の怪我が目立 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
った。安全指導を徹底

（25）安全管理の日(毎月１日)の設定を行い、定期的な安 Ｂ する必要がある。
全点検の実施をしている Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（26）教室内外の美化、花と緑のある学園づくりに努めて Ａ
いる Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

７ 特別活動の推進 集団活動、体験活動を通 （27）生徒の自主的運営による行事を実施している Ｂ ・朝のあいさつ運動など主 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
して、自主的・実践的な 体的な活動が見られ、多く
態度を育成する （28）学校行事等で帰属意識、公共の精神、社会性を育成 Ｂ の職員が変化の兆しと感 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

している じており生徒会活動の活
発化が見て取れる。

８ 魅力ある学校づ 各科・コースの特色を明 （29）中学校への広報活動を充実させている Ｂ ・今年度HPのリニューア Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・特性を生かし、成果を出し
くりの推進 確にし、学校の存在感を ルし、学科通信などを た学科には校内での表彰等を

アピールする （30）学校ホームページや校門前掲示板等で広報活動を充 Ｂ 随時アップした。次年 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 行ってはどうか。
実させている 度も積極的に生徒の活

躍を様々なメディアを ・地域行事への参加へ感謝し
（31）特色を生かした教育課程の編成・研究に努めている Ｂ 通じて発信し、魅力を Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ます。継続的な関係維持を希

PRする。 望します。

９ 家庭・地域社会 保護者・地域住民の意向 （32）保護者・地域住民、学校評議員会の意向を学校運営 Ｂ ・PTA評議員会の参加率を ・定例の「大北地域連絡協議
との連携 を学校運営に反映させ、開 に反映させ、開かれた学校づくりを進めている 上げる為に呼びかけと Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 会」ﾊﾟﾄﾛｰﾙへの呼びかけを工

かれた学校づくりをめざ 連絡を密にしていく。 夫して連携していきたい。
す （33）ＰＴＡ評議員会の定期的開催と、地域情報交換会や Ｂ ・PTA活動の活性化を図る Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

夜間巡視へ積極的に参加している。 ため、魅力ある活動を
企画していく。

10 研究・研修の推 情報化の推進と計画的に （34）進路支援システムの活用と事務処理の情報化に努め Ｂ ・ 評価項目10では96％の ・研究、研修は常に時代共に
進 校内研修を実施する ている 職員がほぼ達成か概ね Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 変化を望みます。

達成と回答。ｾﾝﾀｰ等の外
（35）校内研修の推進と関連機関研修（ｾﾝﾀｰ・研究会等） Ｂ 部研修を奨励し、指導

の機会を奨励している 力向上を図っていく。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

※ 評価基準 Ａ:ほぼ達成（８割以上） Ｂ:概ね達成（６割以上） Ｃ:変化のきざし（４割以上） Ｄ:不十分（４割未満）


